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懸
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絡
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。
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、
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追
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∴
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迎
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も
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挙
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叉
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か
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て
黎
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で
あ
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に
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融
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す
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蜘
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問
題
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問
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。
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句
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反
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．
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あ
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叉
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又
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菌
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に
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受
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叫
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磯
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磁
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す
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あ
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て

吾
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発
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返
■
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う
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す
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の
目
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に
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含
い

云
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え
れ
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合
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大
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あ
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。
こ
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て
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追
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あ
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あ
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す
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さ
れ
よ
う
o

▲
次
に
友
愛
と
信
磁
に
よ
る
團
結
に
つ

　
い
で
　
町
青
協
の
目
的
は
各
稜
区
連

合
冑
年
国
の
親
睦
触
和
を
計
り
青
年
蓮

動
の
遊
展
並
び
に
蜜
勢
振
興
そ
の
他
町

政
に
寄
与
し
町
発
展
の
基
盤
た
ら
ん
と

す
る
。
組
織
の
上
で
主
体
と
な
る
稜
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

罵
藍
ζ
畏
上
ゴ
良
魯
H
r
f
）

港
湾

二

応
本
年
イ
完
成
）
題
田
海
自

堤
防
、
山
ノ
ロ
下
林
務
砂
防
、
㊤
下
石

笹
原
、
厚
グ
瀬
、
吾
バ
垣
の
沙
防
、
岩

元
奥
地
林
道
、
亘
原
国
士
保
全
事
業
と

願
軍
林
道

（
近
く
着
工
）
中
央
週
路
の

言碧
補
筐
よ
る
パ
ス
開
通
、
馨

学
俊
の
縣
立
移
笹
‥
、
国
有
林
の
払
下
げ

晒
が
其
の
圭
±
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
等
は
す
べ
て
町
当
局
や
町
題
会
側

冨
竺
体
ζ
．
つ
元
の
実
擢
図

つ
た
の
で
あ
D
ま
す
が
、
中
で
も
町
全

連
合
身
年
幽
に
加
人
し
て
ば
い
部
落
濁

年
團
を
考
ヌ

る
時
軍
に
部
落
の
段
階
に

お
け
る
青
年
活
動
が
そ
の
地
域
の
御
用

胃
年
踏
の
域
に
笛
ま
ら
ん
K
す
る
と
き

果
し
て
そ
れ
で
満
足
す
べ
舎
も
の
か
o

冑
年
運
動
の
目
的
が
修
養
と
同
時
に
枇

会
奉
仕
圏
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
今

一
渉
遵
め
た
醗
野
を
持
ち
自
ら
を
律
せ

よ
と
欲
す

る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
大
同

團
58
ぷ
年
同
志
に
よ
る
切
僻
琢
麟
大
局

的
な
見
解
に
立
つ
青
年
運
動
が
望
ま
れ

る
。
過
去
に
お
け
る
モ
ン
ロ
ー
圭
義
も

今
日

の
肚
会
に
お
い
て
は
時
代
感
覚
に

乏
し
い
十
九
世
紀
の
遺
物
で
レ
か
な
い

有
名
な
パ
ス
カ
ル
は
人
間
を
考
涛
る
麓

に
た
と
莞

た
が
青
年
に
し

て
眞
実
を
探

求
せ
ん
か
そ
の
純
情
と
正
磁
磁
に
よ
る

僧
熱
の
み
が
今
日

の
壮
会
を
浄
化
し
得

る
で
あ
ろ
う
。
然
か
し
て
友
墜
と
信
緬

に
よ
る
図
結
こ
そ
限
り
な
き
胃
年
麺
動

の
パ
ッ
ク
ポ
ー
ン
で
あ
る
と
信
ず
る
o

隣
立
移
管
、
中
央
週
路
の
パ
ス
開
通
は

多
年
の
遜
案
で
も
あ
り
ま
レ
た
し
、
其

の
受
く

る
恩
淑
は
大
な
る
も
の
が
あ
る

と
存
じ
ま
す
．
此
内
最
も
苫
労
し
た
の

は
高
凌
問
題
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
而
し

て
縣
立
移
管
と
な
つ
た
が
爲
に
今
後
の

負
担
を
免
れ
る
事
に
依
つ
て
町
の
財
政

的
面
に
及
ぼ
す
影
習
も
大
な
る
も
の
が

あ
ろ
う

と
存
b
ま
す
。

斯
く
し

て
多
少
づ
A
で
も
蹟
問
題
が
解

決
し

つ
、

あ
る
扇
は
臓
に
御
同
慶
に
堪

え

な
い
処
で
あ
り
ま
す
o
然
し
乍
ら
今

磁
残
さ
れ
た
も
の
、
継
続
す
べ
き
も
の

即
ち
鵠
這
、
林
道
、
町
遭
の
改
良
（
鰯

費
禰
助
に
よ
る
）
賭
災
帯
復
旧
工
暴
の

促
進
、
池
田
畑
地
潅
概
、
両
根
占
士
地

敗
良
区
事
巣
、
縣
道
の
改
良
並
に
禰
修

久
持
線
の
縣
道
編
入
、
海
岸
堤
防
簿
々

幾
多
未
解
決
の
問
題
が
山
掻
し
て
居
ま

す
の
で
今
年
こ
そ
こ
れ
が
実
現
促
進
の

恥
に
一
暦
の
努
力
を
傾
注
す
べ
く
、
新

た
な
る
覚
悟
を
致
し
て
居
る
次
第
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
町
民
各
位
に
於
か
れ
て

も
格
段
の
御
指
導
と
御
鞭
睡
を
賜
る
螢

御
㎞
醐
い
し
て
止
ま
な
e
次
開
で
あ
り
ま

す
o

’
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火
災
予

防

か
あ
さ
ん
火
元
に

な
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ま
い
ね
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・
’
t
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大
根
占

町

六
、
苧
家
落
人
と
大
根
占

は
げ
S
し

◎

剥
石
の
滲

η
、
（
讃
年
濁
月
十
八
ほ
卒
．
±
て
、
に
凸

’
．

2　
“
j
f
i
t
し
l
d
多
の
大
泊
～
乙
一
V

ひ
輿
烏
，
三
㌔
つ
．
が
、
一
部
分
は
本
隊

と
別
れ
内
↑
㌻
　
パ
ヨ
、
よ
り
稻
尾
訟
を

左
に
見
て
㍑
磁
二
．
W
］
蛋
を
な
し
田
代

村
大
原
に
出
、
買
に
w
、
惚
へ
と
艦
み
一

の
野
二
の
野
の
山
を
恒
．
て
大
恨
占
町

　
　
　
　
　
　
エ
プ
　
ザ

竿
ケ
石
智
ほ
（
か
乳
、
口
い
｛
ゴ
を
丙
う
）
に

　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
パ

引
習
、
こ
＼
を
閉
巳
の
埴
と
し
て
頴
だ

午
里
口
瓜
装
在
と
く

ぶ
に
な
つ

←。

こ
の
地
は
司
川
の
上
江
二
投
川
の
合
流

地
点
に
あ
仁
り
四
囲
は
原
姐
林
に
か
こ

ま
れ
工
る
小
盆
地
に
し
て
、
全
く
肚
会

と
隔
紹
せ
る
地
形
を
な
し
、
か
く
れ
家

と
し
て
は
最
適
の
地
で
あ
る
。
部
落
の

東
方
に
I
の
野
二
の
野
の
山
が
あ
り
御

ヤ
ぴ

ピ
旅
越
の
地
名
も
あ
る
。
北
万
の
小
高
い

　
　
と
ビ
ん
に
ら

丘
は
粍
原
と

呼
ぴ
亭
家
の
公
遙
が
初
め

て
下
馬
し
た
所
と

い
わ
れ
て
い
ろ
o

さ
て
乳
石
に
土
着
せ
る
午
氏
は
如
何
な

る
人
物
で
あ
ろ
う

か
。
末
商
と
称
す
る

釘
田
英
吉
氏
（
明
治
以
前
は
久
木
田
姓

）
所
藏
の
系
図
に

よ
れ
ば
、
内
大
臣

左
大
将
4
圃
盛
の

第
八
子
從
五
位
卒

常
長
と
考
ズ
ら
れ

る
。
㊤
ケ
石
の
村

は
つ
れ
に
御
墓
山

　
　
　
　
　
　
も

と
称
す
る
墓
が
そ

れ
で
釘
田
家
初
代

の
殿
の
墓
と
博
e
c

の

A）

土

史

鉢
留
　
古
白
が
あ
る
。
家
宝
の
ら
’
．
」

三
振
Φ
ー
－
’
、
三
3
、
召
寸
、
三
尺
1
“
v
　
J

大
刀
、
九
寸
己
’
．
　
’
ミ
つ
れ
も
無
銘

で
あ
る
。
其
の
外
に
し
r
云
・
項
‥
て
、

．

口
さ
が
あ
り
、
明
治
初
年
．
臨
ミ
ニ
』

h

ろ
（
鋤
髄
四
幅
も
あ
つ
た
が
散
逸
し

，

r
　
t
S
？
　
〉
”
°
事
で
あ
つ
た
o
釘
田
家

　
　
　
ふ
ヘ
　
　
プ
ご
ふ
ふ

ー
レ
z
’
k
‘
°
ム
ラ
　
ロ
占
城
圭
卒
姓
禰

寝
瓦
゜
ち
　
ニ
ピ
．
．
、
J
　
：
i
0
か
K
紋
で

あ
る
。け

お
ろ
し

　
　
　
　
　
　
r

◎
毛
下
の
巷

剥
石
よ

り
別
れ
た
蒜
は
更
に
山
輿
に

二
み
現
在
の
毛
下
の
地
に
到
り
こ
A
で

ご
』
を
解
舎
頭
髪
を
落
し
て
百
姓
の
姿

に
変
壺
し
已
を
し
の
ぶ
事
に
港
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
お
き

こ
の
故
顕
に
ち
な
み
こ
の
地
を
毛
下
と

称
す
る
礫
に
な
り
娃
も
毛
下
を
名
粟
つ

て
い
る
o
常
長
は
維
盛
、
責
盛
等
の
末

弟
で
あ
る
が
一
人
の
女
子
が
あ
つ
た
。

こ
の
姫
は
悪
病
に
た
お
れ
た
の
で
離
れ

た
場
所
に
埋
葬
し
た
と
隠
ヌ
ら
れ
て
口

る
が
、
倶
樂
部
の
敵
地
内
に
あ
る
姫
君

の
墓
が
残
つ
て
e
る
。
釘
田
家
は
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
え

の
中
央
に
あ
り
古
よ
り
御
剛
と
宜
称
を

も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
屋
敵
内
に
氏

隙
の
肚
が
あ
り
先
魍
麗
代
椙
博
の
系
図

一
巻
家
宝
等
を
格
腫
レ
て
い
る
。
交
族

に
鹿
屋
の
久
木
田
家
、
根
占
町
の
施
崎

家
、
遁
山
家
が
あ
り
一
族
の
者
毎
年
象

祀
の
折
は
往
來
し

て
い
る
。
系
図
に
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
き
り
せ

れ
ぱ
慶
長
八
年
の
頃
卒
特
刀
の
時
代
に

軍
姓
を
改
め
て
は
じ
め
て
久
木
田
の
姓

を
名
衆
り
’
家
宝
の
名
刀
一
振
を
大
守

島
津
家
久
公
に
献
上
し
’
冑
鋼
千
疋
を

へ
第
六
回
）

地

●
段
・
池
田
（
じ

一
、
は
こ
の
地
万
に
も
・

く
、
°

☆】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
し

　
　
　
憂
名
衆
る
翫
癒
ビ
　
し
、

現
在
ω

‥
’
L
藩
に
移
動
し
・
一
τ
に
’
巳

’

を
臼

・

、
二
c
．
‥
は
ぷ
己
川
し
悼

の

」
を
烈
つ
一

も
・
　
当
り
名
削
の
頭

文
字
に
多
‘
．
一
乙
？
を
　
い
て
い
る
。

池
田
に
は
押
領
司
r
、
＞
D
、
任
占
の
役

名
を
以
て
姓
と
し
た
も
の
と
ゾ
わ
れ
る

烈
領
司
は
一
霊
交
は
一
隊
の
祭
と
し
て

兵
を
串
い
て
賊
徒
を
取
鋼
め
そ
の
地
方

を
改
締
る

事
を
午
務
と
し

L
役
名
で
あ

一る
が
、
c
t
r
地
に
；
．
，
v
も
艮
の
仔
務
に
服

Pt

た
の
で
あ
る
o
現
在
部
落
の
北
方
亀
石

グ
迫
に
元
屋
敵
と

い
わ
れ
る
台
地
が
あ

り
落
人
最
初
の
居
庄
地
で
あ
る
。

往
占
は
噸
宗
の
寺
も
あ
つ
た
が
、
い
つ

レ

か
荒
廃
に
帰
し
、
住
居
も
現
在
位
置

に
移
鰯
し
た
。
唯
雑
草
の
は
び
こ
る
山

林
中
に
無
銘
の
墓
石
二
言
基
が
昔
を
物

賠
っ
て
い
る
o
こ
の
地
に
最
初
移
庄
レ

た
の
は
N
U
で

い
つ
れ
も
毛
下
姓
で
家

宝
の
文
轡
鏡
鑑
等
も
格
瞳
し
て
い
た
が

鏡
は
命
に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
其
の
他

の
遣
品
は
明
冶
十
四
年
旧
十
月
二
十
六

日

の
大
火
の
恥
全
麗
レ
た
。
6
0
記
訥
家

に
は
氏
｛
を
ま
つ
り
翠
』
の
刻
印
の

あ
る
鏡
を
御
榔
体
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

毛
下
家
の
紋
は
い
つ
れ
も
蔦
の
葉
絃
で

あ
る
o

：“　
t’

〆

、
i
ぐ’

㌧
亀
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へll
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や蕊≠讃藁燃ぷ繍癒癒鞭糠べ，．
し
ヒ

蘂

で
あ
ろ

う
e

さ
て
以

上
の
傳

競
遺
物

等
よ
り

考
ヌ
る

時
、
源

氏
の
遺

討
を
の

が
れ
て

身
を
潜

め
だ
苦

心
の
程

が
ま
ざ

／
、　　
と

う
か
’
A

わ
れ
る

の
で
あ

る
が
、

」稟
〒
家

星
の
磯
を

う
か
’
A

つ
て
残

党
の
闇

に
相
互
の
頸
絡
も
あ
つ
た
事
と
思
う
。

然
し
源
頼
朝
の
劔
窟
幕
府
創
設
以
來
途

に
其
の
意
を
得
ず
時
が
流
れ
て
し
ま
つ

た
の
で
あ
る
。
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t

銀行の窓口からみた町経済

木
炭
の
責
行
不
振
、
甘
藷
高

需
堰
期
に
入
り
一
階
活
侃

を
墓
せ
ん
と
し

た
木
炭
界

は
暖
久
一
異
変
で
期
得
を
躯

切
ら
れ
澗
虞
累
壇
し
、
反

面
愈
々
酷
窪
に
備
ズ
て
原

木
入
手
侍
に
年
末
賃
企
文

仏
い
等
の
買
金
操
作
に
昔

慮
せ
ね
ぱ
こ
ら
な
い
ふ
態

と
見
醇
（
け
ら
礼
ま
す
。
工

業
用
と
し
て
の
製
品
取
引

も
デ
フ
レ

下
の
今
円

で
は

販
路
は
あ
つ
て
も
代
盆
の

回
牧
が
ス
ム
ー
ス
に
行
か

ず
遅
延
勝
で
生
霞
者
、
出

鹿

銀

支

店

長

江

堀
的
絃
の
婁
と
し
て
原
慧
に
拘
町
内
外
に
於
s
y
p
u
，
の
g
v
a
が
礪
め
て

ら
ず
鏡
意
生
藺
に
全
力

を
傾
注
し

て
い
一
不
円
滑
と
な
つ
て
妻
O
れ
て
い
る
の
が

る
現
況
で
あ
り
詮
す
。
こ
の
事
業
は
何
　
l
．
　
I
K
を
袈
田
き
し
て
い
る
と
且
い
ま
す

分
卯
期
間
に
大
き
な
資
金
を
要
す
る
し
　
父
ホ
も
天
寵
牧
て
供
出
代
丘
も
極
め
y

荷
者
を
餐
々
“
地
に
追
い
込
ん
で
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
E
三
古
四

の
台
風
で
甘
賭
の
滅
牧
の
爲
澱
粉
、
援

酎
業
者
に
と
つ
て
は
痛
い
高
値
（
十
二

〆
当
り
，
t
F
O
O
－
f
i
八
o
円
）
で
随
つ

て
製
品
も
コ
ス
ト
高
に
な
る
わ
け
で
す

が
何
分
纏
酎
は
び
の
販
賢
で
利
盆
が
激

一
減
す
る
こ
と
ほ
明
ら

か
で
、
一
方
澱
扮

は
全
面
飽
に
先
高
見
込
の
強
気
配
で
現

在
は
亦
字
や
ト
ン
く
で
も
将
來
に
期

二
侍
大
き
く
十
〆
当
二
、
市
o
o
円
或
は

ill、
八

oo
円
が
見
込
ま
れ
、
相
当
投

．
U
て
．
4
u
P
　
．
l
t
　
r
i
h
　
r
t
，
　
n
　
t
F
　
N
I
－
．

　
　
一
、
ラ
ミ
ー
繊
維
は
ど
ん
な
も
の
か

ラ
ミ
ー
の
繊
維
は
長
入
で
あ
り
繊
維
の

強
さ
も
各
穂
の
檀
物
繊
維
中
最
穴
で
あ

を

りかわ
今から準備

一栽培早
r
V

　
　
　
　
　
　
　

　

’フ
一
　
　　　
　

り
、
ラ
ミ
ー
の

繊
維
は
そ
の
外

観
が
㊤
透
明
で

綿
の
墜
晃
沢

が
s
り
そ
の
E

途
は
ロ
ー
プ
や

下

駄
の
蕊縄
．
⑭

ど

に
一
部
匝
わ

れ
て
い
ま
す

が

大饗
は
苧
札

紡
禎
の
原
料
に

用

S
ら

れ
日

本

で
は
吹
の
㏄
な

電
要
な
製
品
に

晶
霞

　
漁
響
六
、
顎

　
地
、
テ
ー
プ

　
e
ク
ロ
ー
ス

　
鞍

六
、
衣
服

　
地

2
、
国
内
用
‖
漁
網
糸
、
服
地
、
シ
ヤ

　
ツ
地
、
帆
布
、
ミ
シ
ン
糸
、
胞
糸
、

　
か
や
、
ホ
ー
ス

等
で

あ
り
、
国
外
へ
の
楡
出
が
噛
大
し

F？〈
商
品
は
相
場
物
で
贋
格
の
変
動
が
者

る
し
く

手
持
品
の
持
続
と
又
畏
期
思
惑

　
（
㊤
才
以
上
）
が
実
し
て
ど
の
程
度
弐

現
す
る
か
雲
大
南
心
唱
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
業
者
は
我
大
硬
占
町
に
は
磁

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

I

く

少
意
い
の
で
栖
り
ま
す
が
、
し
か
し

見
透
す
こ
と
の
出
來
な

い
特
鍛
す

へ
き

　
　
と
ヘ
ヨ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
ぼ
　
ま

語
竃
錨
鷲
麟
鵠
量

は
何
と
云
つ
て
も
換
金
作
物
の
王
と
も

申
す
べ
含
葉
蝿
草
で
既
に
本
年
中
の
牧

納
は
根
占
町
を
最
後
と
し
て
絡
り
ま
し

治
が
、
期
間
中
は
毎
日
百
万
乃
至
白
函

十
万
の
現
禽
が
銀
行
の
窓
口
か
ら
交
出

さ
れ
、
一
年
の
汗
の
結
晶
が
耕
作
悶
家
一

の
人
蓮
に
手
渡
さ
れ
た
の
で
す
が
、
風

雨
に
随
さ
れ
て
品
質
戯
目
共
期
待
に
添

は
ぷ
か
つ
た
の
が
事
叉
で
あ
り
ま
し
よ

う
。
そ
れ
は
入
手
レ
た
賠
償
鋸
と
し
て

歩
溜
り
も
少
く
父
之
を
目
当
に
し
た
話

交
払
も
紅
の
如
く

ふ
ら

な
か
つ
た
結
果

　
u
l
F
　
I
J
．
　
－
T
－
T
t
t
　
r
h
　
・
n
　
“
～

て
居
り
ま
す
。

　

二
、
ラ
ミ
ー
の
品
秘

　
　
　
が
　
ポ
　
　
さ
れ
て
い
る
ほ
　

諮
編
誘
ガ
ニ

　
f
l
’
る
品
概
で
藥
は
天
弐
く
淡
緑
色
で

茎
は
や
l
太
く
株
の
は
り
方
は
や
＼
少

い
が
早
卑
千
匁
凪
や
風
に
硬
く
又
繊
維

の
色
沢
が
良
く
、
本
州
中
部
以
北
の
塞

期
や
高
冷
地
こ

ど
や
風
害
の
危
険
が
あ

る
地
域
の
栽
培
に
適
し
た
品
穐
で
あ
り

ま
す
o

2
、
細
茎
占
芯
稠
1
1
茅
壌
共
に
細
く
濃

　

繰
臼

抹
の
は
り
具
合
は
非
常
に
多

く
晩
凱
万
叫
、
め
り
h
i
す
0
　
R
へ
綱
一
雑
胆
せ
M
知
r
底

で
牧
燈
も
多
く
優
れ
二
晶
旬
・
、
・
あ
り
ま

す
が
塞
気
や
風
に
対
し

て
は
I
I
］
，
i
（
柚
L

劣
つ
て
い
ま
す
o

期
行
溝
と
万

U
愈
々
年
末
を
控
え
合
融

聯
情
は
閑
凪
の
麗
を
加
ズ

例
年
よ

D
苦

し
い
越
年
迎
春
と

k
り
ま
し
た
。
こ
う

い
う

小
況
下

に
話
柘
料
の
外
45

にe
l
　
，
〈

賓
含
と

し
て
l
、
三
〇
〇
万
円
の
大
金

が
月

㊤
に
支
出
さ
れ
、
縞
臓
に
バ
ラ
ま

か
れ
た
甘
醗
代
金
等
と
共
に
、
歳
末
下

旬
か
ら

購
買
力
と
な
つ
て
流
通
し
商
店

街
の
大
蟄
出
r
或
程
尾
期
待
が
も
て
る

夏

砂

雄

の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

さ
て
、
経
済
と
は
金
と
一
口
に
云
ズ
る

と
思
い
ま
す
。
吾
々
毎
日
の
生
活
が
金

で
な
い
も

の
は
も
り
ま
せ
ん
。
庄
活
即

金
て

あ
g
、
金
が
経
済
の
先
駆
者
で
あ

り
、
私
共
は
経
済
の
第
一
線
に
立
つ
た

気
持
で
現
実
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
で

あ
U
ま
す
。
お
・
血
を
ね
効
に
使
う
こ
と

が
、
お
互
い
生
活
の
向
上
か
と
思
い
ま

す
。
無
臥
を
は
ぶ
雪
、
不
時
の
要
に
備

オ

　
敷
育
や
結
婚
資
金
又
事
業
費
仁
等

に
計
画
的
、
q
D
理
曽
に
蓄
パ
之
を
行
谷

．

に
活
か
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
肝
要
か

と
思
い
ま
す
e
私
共
は
私
生
活
は
も
と

よ
D
、
肚
会
的
に
も
心
豊
か
な
明
る
い

生
活
を
頃
む
も
の
で
す
が
、
無
い
袖
は

振
ら
れ
ぬ
、
衣
食
足
つ
て
軋
節
を
知
る

と
か
申
し
ま
す
し
、
叉
蓄
え
あ
れ
ぽ
憂

い
な
し
と
㊤
ぽ

ま
し
よ
う
。
お
互
口
勤

ぬ
路
を
励
行
し
、
弛
し
て
防
孟
マ
は
な

く
貯
蓄
レ
て
残
す
心
掛
で
町
民
皆
凄
方

に
預
伝
を
お
願
い
し

た
い
の
で
ご
ざ
n

ま
す
。
み
潅
さ
ま
の
金
庖
と
レ
て
親
し

み
を
お
持
ち
に
な

つ
て
、
鹿
鬼
臼
銀
行

を
ご
利
用
下
さ
い
。
大
根
占
の
方
は
よ

く
賄
畜
を
実
行
さ
れ
て
い
る
と
担
い
守

す
か
、
な
お
頭
に
朔
旭
字
以
て
励
行
ざ

れ
、
み
浩
さ
ま
方
の
預
怠
が
、
㊤
接
間

接
に
醍
行
を
通
じ
て
町
発
浪
の
一
助
ρ

tR
る
よ
う
’
忽
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

林
道

笹
原
線
な

ど
施
工
決
る

岩

兀
輿
地
林
道
の
着
工
は
一
部
七
月
、

九
月
の
町
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
セ
が

こ
の
ほ
ど
、
二
十
九
年
度
過
加
工
事
与

と
し

て
延
長
四
〇
〇
米
、
工
事
投
三
亡

十
六
万
円
が
決
定
、
願
の
委
託
を
受
け

引
含
つ
雲

学
施
行
す
る
＝
と
＼
な
り
ま

し
た
。
な
お
又
、
笹
原
か
ら
田
代
に
通

ず
る
笹
原
林
迫
も
こ
の
程
内
定
し
総
延

長
約
二
・

一
粁
の
中
二
十
九
年
度
三
白

茄
十
三
米
、
巾
員
三
、
六
米
’
工
費
五

〇
万
円
の
噺
草
工
事
を
町
が
受
託
施
工

の
予
江
ひ
も
り
亨
す
。
　
　
－
～
’
L
ハ

く色づAマト初春に

弾
e
ぷ
の
あ
た
ら
窯
い
所
を
ゼ
ぶ
か
適
当

な
笥
底
垣
を
設
け
る
扇
が
べ

切
で
す
。

4
、
士
質
は
隔
仙
質
の
多
口
饗
土
の
櫟

　
－
「
が
上
襲
一
番
よ
く
砂
培
O
戚
い
粘

士
は
何
れ
も
適
当
で
あ
り
t
“
　
i
P
ん
。
ま

た
酸
性
山
腫
ド
所
で
も
冷
市
が
懸
く
な

る
か
ら
二
の
隣
な
士
地
〔
。
に
値
付
け
前

十
分
に
石
灰
を
施
し
て
士
を
中
和
す
る

こ
N
が
必
要
で
あ
り
ま
ず
。
ま
た
、
よ

も
ぎ
’
ち
が
や
、
ね
ざ
吉
⑰
の
あ
る
畑

は
檀
付
後
三
れ
ら

の
雑
草
が
ラ
ミ
ー
と

混
庄
レ

橿
丁
。
感
じ

　
碗
豆
出
荷
を
協
議

　
　
　
　
　
E
凹

芸
振
興
会

　
天
日
占
町
円
芸
振
興
民
で
は
十
二
月
十

六
日

役
塩
で
役
員
会
を
開
舎
、
腕
憧
の

出
荷
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
協
翻
し
才

し
’
1
o

崎
協
を
通
じ

て
共
同
出
荷
し
、
巾
尻
の

綴
査
を
し
て
適
時
出
荷
を
期
し
、
織
篇

を
な
る
べ
く
昂
く
す
る
。
隼
荷
場
所
は

人
恨
占
、
肺
川
両
嵐
協
と
し
、
一
月
か

ら

F
月

ま
で
加

H
置
弐
に
入
汲
、
北
九

州
、
鹿
見
臼
市
場
に
出
す
。
な
お
現
右

の
栽
培
臥
況
は
馬
場
方
面
、
鳥
兵
、
“

川
地
区
で
面
偵
力
町
ル
、
反
当
二
J
O

〆
で
牛
竈
量
一
万
〆
、
版
，
a
日
、
∴
皇
価

八
千
貫
で
l
h
万
円
の
荏
上
げ
を
口
込

注
れ
て
い
ま
す
。

，

～
奉
　
s
　
A
）
－
－
’
　
－
t
　
N
A
－
n

最
近
廟
内
の
疏
蘂
円
芸
は
年
々
盛
ん
に

KS

つ
て
い
ま
す
が
、
隅
浜
’
．
は
も
う
ト

マ
ト
が
色
づ
古
、
今
月
靭
め
か
ら
出
荷

し
て
い
ま
す
。
灰
田
遣
山
、
今
熊
義
則

両
氏
が
大
根
占
蝿
協
謁
水
桓
手
の
指
導

で
栽
培
し

て
い
る
L
　
t
，
卜
、
胡
瓜
が
そ

れ
で
、
八
月
六
H
に
播
゜
7
し
、
十
月
中

旬
定
檀
し
．
」
も
の
、
田
閲
は
ト
マ
ト
幅

寿
二
号
、
胡
瓜
は
寸
句
こ
U
℃
、
栽
培

は
与
減
の
よ
う
t
2
M
が
こ
い
の
蘭
軍
ぴ

も

の
、
本
町
に
＄
け
る
k
成
捉
培
の
ア

ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
成
果
を
期
侍
古
れ

て
U
ま
す
。

思
う
礫
な
牧
穫
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
か
り

こ
れ
ら

の
宿
苦
（
粍
の
難
草
は
完
全
一
に
除

去
す
る
か
又
は
此
の
壊
な
も
の
＼
な
い

所
を
選
・
’
こ
と
が
必
宴
で
あ
り
ヨ
す
。

5
、
永
年
作
物
で
植
付
庚
十
年
位
は
そ

　
の
・
．
（
＼
同
一
の
畑
に
趨
培
を
れ
け
は

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
二
動
力
用

剥
民
機
を
用
い
て
叔
獲
を
行
う
m
係
上

㎏
穿
つ
け
前
栽
培
箇
所
に
注
献
す
る
こ

と

が
必
硬
で
あ
り
達
す
。

　　　　
大蛋
肱
以
融
麸

レ
　
　
　
’

農
家
の

　
　
み
な
さ
ん

相
吹
ぐ
台
風
に
よ
り
闘
作
物
の
被
檀
は

予
想
以
上
の
滅
牧
を
み
て
一
年
間
の
労

苦
が
報
い
ら
れ
ず
、
す
べ
て
水
泡
に
期

し
心
身
共
に
疲
露
し
た
麗
家
の
現
肱
に

対
し

て
滑
蟹
者
の
一
人
と
し
て
見
る
に

巨
ぴ
な
い
も

の
が
あ
り
御
同
惜
に
堪
ズ

な
い
処
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
麗

家
の
随
吉
の
巾
に
、
潤
毅
者
に
対
レ
て

も

侵
冶
か
ら

の
モ
ナ

米
配
砧
の
見
透
し

は
臼
叢
人
あ
る
と
の
遠
小
に
、
襲
者

の
｝
†
“
乞
と
し
て
の
心
配
は
年
の
瀬
を
間

斤

；
』
ひ
か
。
∴
L
胡
者
以
士
の
り
】
に
か
寂

し

い
冶
、
二
持
に
と
ざ
さ
れ
る
の
で
あ

り
才
す
。
，
め
て
子
供
だ
け
に
は
と
、

楽
し

い
お
正
月

を
ロ

ズ

さ
せ
た
い
と
云

う

串
が
世
山
お
母
ぽ
方
の
惰
け
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
今
牛
の
正
月
は
パ
ン
で

す
ま
せ
よ
う

た
子
供
に
も
納
得
さ
せ
て

い
セ

の
で
あ
り
ま
す
が
、
町
当
局
と
姑

人
・
x
、
昂
落
長
さ
ん
方
の
御
同
惰
と
御

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
正
月
助
合
浬
動

モ
チ
米
を
有
難
う

が
燈
家
に
呼
ぴ
か
け
ら
れ
、
苦
し
い
食

樹
車
情
に
も
か
i
わ
ら
ず
品
い
同
惜
の

耐
堤
が
モ
チ
米
と
し
て
拠
出
さ
れ
、
漕

狙
者
が
明
る
い
樂
し
い
正
月
冴
迎
ズ

る

餌
が
拙
來
ま
す
函
を
閤
家
の
皆
機
に
厚

く
御
糺
申
上
げ
ま
す
o
こ
の
麗
は
し
い

相
互
扶
助
の
精
帥
に
私
は
明
る
い
希
認

に
持
ち
游
れ
、
他
の
町
村
に
み
な
い
、

ぺ
田
占
町
民
と
し
て
の
硬
い
誇
り
を
感

じ
、
何
暗
遭
も
こ
の
楠
脚
を
忘
れ
る
事

穆
く
縦
け
て
「
に
ヨ
セ
い
も
の
で
あ
る
と

一人
’
贈
し
く
、
小
春
日
和
の
占
答
を
仰

P
だ
の
で
、
o
り
ま
す
。

私
遥
53
費
者
は
響
」
に
報
口
る
す
べ
も

御
肥
店
ま

せ
ん
が
、
せ
め
て
腿
山
脂
り

だ
け
e
も
瓢
思
を
も
つ
て
努
勺
這
し
度

い
と

思
口
ま
す
の
で
、
曙
￥
ノ
南
せ
4
、

災
害
に
屈
す
る
事
な
く
珊
斎
r
蛋
、
↑
み

下
言
る
覇
を
念
じ
、
躍
家
の
占
ぼ
’
．
鵡

す
る
戚
謝
の
昌
葉
ヂ
致
し
ま
す
o

　
　
　
　
　

（
一
憎
費
者
よ
り
）

’

三
．
二
言
．
．
．
．
3
3
・
膓
．
・
・
3
・
3
ξ
白
・
C
3
9
C
・
…
ま
3
ご
・
3
C
・
＝
3
2
・
・
．
2
頃
2
＝
＝
°
°
C
°
3
C
°
2
°
°
－
Z

うよしまいかでいな町はこばた

ぱ
こ

の
税
と
い
う
も
の
は

ツ

ト
　
新
生
　
ピ
ー
ス
に
光

れ
が
も
ど
つ
て
町
の
み
い
り

つ
き
り
知
つ
て
も
ら
い
た
い

の
牧
入
は
一
年
に

ん

と
二
百
二
万
円

ろく
都
合
が
お
あ
り
で
も

さ
き
の
店
屋
は
や
め
に
し
て

う
は
い
つ
で
も
町
丙
と
き
め
り
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＼
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塑
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。
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．
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．
．
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∨
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叉
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．
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♂
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←

r
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．
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。
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わ
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。
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菱
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藥
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